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の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
縦
割
り
と
し
て
考
え
る
、
西
欧
の
合
理
主
義
と
は
異
な
っ
た
世
界
観
と
思
考
方
法
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
る
（
杉
山
、
二
〇
一
八
参
照
）。

先
住
民
族
知
、
伝
統
知
を
含
め
た
在
来
知
の
研
究
は
、
暮
ら
し
の
中
で
人
々
が
毎
日
行
う
反
復
的
な
行
為
、
季
節
性

の
あ
る
周
年
サ
イ
ク
ル
の
活
動
、
そ
し
て
そ
の
積
み
重
ね
と
し
て
の
長
期
的
な
変
化
と
い
う
、
様
々
な
時
間
ス
ケ
ー
ル

と
直
接
関
わ
り
を
持
つ
点
で
、
バ
レ
ー
（Balée, 1998

）
ら
が
提
唱
す
る
歴
史
生
態
学
の
考
え
方
と
重
な
る
。
こ
の
よ

う
な
様
々
な
時
間
の
ス
ケ
ー
ル
を
検
討
の
対
象
と
し
な
が
ら
社
会
の
「
長
期
持
続
」（longue durée

）
を
論
じ
る
視

点
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
（
二
〇
一
三
）
ら
に
よ
る
歴
史
学
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
議
論
と
も
つ
な
が
る
。

私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
弾
力
性
・
回
復
力
）
と
環
境
保
全
・
再
生
に
つ
い
て
、

岩
手
県
宮
古
市
の
閉
伊
川
流
域
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
在
来
知
に
焦
点
を
あ
て
た
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
論
と
歴
史
生
態
学
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
。
ま
た
、
比
較
研
究
と
し
て
、

岩
手
県
二
戸
市
浄
法
寺
、
福
島
県
福
島
市
、
二
本
松
市
、
相
馬
市
、
西
会
津
な
ど
で
、
小
規
模
な
農
家
や
事
業
者
を
中

心
と
す
る
聞
き
取
り
も
行
っ
た
。
研
究
の
目
的
は
、
在
来
知
に
内
包
さ
れ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
重
層
性
と
そ
の
未
来
可

能
性
を
、
事
例
研
究
を
通
じ
て
検
討
す
る
こ
と
だ
。
こ
の
小
文
で
は
、
私
た
ち
が
研
究
の
出
発
点
と
し
た
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
理
論
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
事
例
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
、
今
後
の
研
究
の
見
通

し
を
述
べ
る
。

な
お
、
今
回
の
研
究
は
、
総
合
地
球
環
境
研
究
所
フ
ル
リ
サ
ー
チ
「
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
経
済
活
動
と
長
期
的

持
続
可
能
性
―
歴
史
生
態
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」（
研
究
番
号
一
四
二
〇
〇
〇
八
四
、
羽
生
、
二
〇
一
六
）、
お
よ

び
公
益
財
団
法
人
日
本
生
命
財
団
学
際
的
総
合
研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヤ
マ
・
カ
ワ
・
ウ
ミ
に
生
き
る
知
恵
と
工

夫
」（
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
、
二
〇
一
八
）
と
連
携
し
た
。

在
来
知
の
活
用
と
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

羽
生
　
淳
子

在
来
知
か
ら
見
た
地
域
文
化
の
再
構
築

在
来
知
（
在
来
環
境
知
、local environm

ental know
ledge

：
略
称LEK

）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
継
承
・

実
践
さ
れ
て
き
た
、
環
境
と
人
間
と
の
相
互
作
用
に
関
す
る
知
識
と
技
術
の
総
体
を
指
す
。
類
似
の
概
念
に
、
伝
統
知

（
伝
統
的
な
生
態
学
的
知
識
、traditional ecological know

ledge

：TEK

）
が
あ
る
。
前
者
は
地
域
に
重
点
を
置
き
、

後
者
は
世
代
を
超
え
た
経
験
と
蓄
積
を
強
調
す
る
が
、
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
（
在
来
知
と
伝
統

知
に
関
す
る
定
義
の
詳
細
は
、
羽
生
、
二
〇
一
八
参
照
）。

在
来
知
・
伝
統
知
は
、
過
去
の
遺
産
と
し
て
の
固
定
化
さ
れ
た
、
時
代
遅
れ
の
知
識
と
技
術
で
は
な
い
。
社
会
・ 

自
然
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
常
に
変
化
し
続
け
る
動
的
な
知
識
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
実
践
の
連
続
体
だ
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
全
盛
時
代
に
は
、
在
来
知
・
伝
統
知
は
、
西
洋
科
学
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
過
小
評
価
さ

れ
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
歴
史
生
態
学
や
農
業
生
態
学
な
ど
の
諸
分
野
で
、
在
来
知
・
伝
統
知
の
合
理
性
と

有
効
性
を
再
評
価
す
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

バ
ー
ク
ス
ら
（Berkes et al., 2000

）
は
、伝
統
知
の
知
識
と
実
践
は
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
独
自
の
宗
教
や
儀
礼
・

伝
承
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
伝
統
知
の
機
能
体
系
が
、
生
業
や
宗
教
な
ど
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外
界
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
災
害

に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
点
で
は
、
試
行
期
に
と

ど
ま
る
こ
と
が
最
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴

史
的
に
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ス
テ
ム
は
、
生
産
活
動

な
ど
の
特
化
・
大
規
模
化
を
選
択
し
、
安
定
期
へ
と
移
行

す
る
。
そ
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
内
の
サ
イ
ク
ル
は
遅
く
な

り
、
外
界
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
低
下
し
た
状
態
と
な
る
。

私
た
ち
の
経
済
・
社
会
活
動
に
は
、
短
期
的
な
効
率
化

を
推
し
進
め
て
安
定
期
に
向
か
お
う
と
す
る
性
向
が
あ
る

一
方
で
、
そ
の
柔
軟
性
が
失
わ
れ
始
め
る
と
、
シ
ス
テ
ム

の
硬
直
化
が
生
じ
る
前
に
調
整
を
行
っ
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
シ
ス
テ
ム
を
保
つ
自
律
機
能
が
働
く
場
合
も
あ
る
。
し

か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
硬
直
化
が
過
度
に
進
む
と
、
微
調
整

は
不
可
能
に
な
り
、
シ
ス
テ
ム
の
解
体
と
そ
れ
に
続
く
再

構
成
が
進
行
す
る
。
こ
れ
が
、
図
１
の
解
体
期
と
再
構
成

期
に
あ
た
る
。

図
１
の
適
応
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
地
域
社
会
の
再
構
築
に
は
、
二
つ
の
ア

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
理
論
か
ら
み
た
シ
ス
テ
ム
の
時
空
間
的
変
化

具
体
的
な
事
例
研
究
の
検
討
に
移
る
前
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
概
念
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
は
、
も
と
も
と
は
生
態
学
の
概
念
で
、「
シ
ス
テ
ム
が
（
生
態
系
の
）
乱
れ
を
吸
収
し
、
そ
の
基
本
的
な
機

能
と
構
造
を
維
持
す
る
能
力
」（W

alker and Salt, 2006: xiii

）
と
定
義
さ
れ
る
。
特
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
考
え
方
を
人
間
社
会
に
適
用
し
て
、
天
災
や
人
災
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弾
力
性
や
、
災
害
な

ど
か
ら
回
復
す
る
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
試
み
が
盛
ん
に
な
っ
た
（
た
と
え
ばGunderson and H

olling, 2002

）。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
適
応
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
（H

olling and Gunderson, 
2002

）
で
は
、生
態
シ
ス
テ
ム
の
時
間
的
な
変
化
を
四
つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
る
（
図
１
）。
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、

あ
る
シ
ス
テ
ム
は
、
試
行
期
（
ｒ
期
）、
安
定
期
（
Ｋ
期
）、
解
体
期
（
Ω
期
）、
再
構
成
期
（
α
期
）
を
経
て
、
次
の

サ
イ
ク
ル
に
移
行
す
る
。

図
１
に
示
し
た
適
応
サ
イ
ク
ル
で
は
、
横
軸
が
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ
ス
（connectedness

：
連
結
度
）、
縦
軸
が
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
（potential

：
可
能
性
）
と
な
っ
て
い
る
。
横
軸
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ
ス
と
は
、
シ
ス
テ
ム
内
部
の
プ
ロ
セ

ス
が
外
界
と
関
係
す
る
力
の
強
さ
と
定
義
さ
れ
る
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ
ス
が
低
い
集
団
や
社
会
は
、
小
規
模
で
、
外
界

の
変
化
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ
ス
が
高
い
集
団
や
社
会
は
、
よ
り
大
規
模

で
見
か
け
上
の
安
定
性
は
高
い
が
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ
ス
が
過
度
に
高
く
な
る
と
、
外
界
の
変
化
に
対
応
で
き
な
く
な

る
。
縦
軸
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
は
、
生
態
的
な
い
し
社
会
・
経
済
的
な
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る

可
能
性
だ
。

試
行
期
で
は
、
多
様
性
の
高
い
無
数
の
小
規
模
な
社
会
や
集
団
が
、
常
に
小
刻
み
で
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、 

図 1　適応サイクルのモデル：レジリエンス理論から見た生態
システムの 4 つの機能（Holling and Gunderson 2002, 34 頁
より作成）
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入
り
組
ん
だ
適
応
サ
イ
ク
ル
の
複
合
体
を
、「
パ
ナ
ー
キ
ー
（panarchy

）」
と
呼
称
し
た
（
適
応
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ

ル
と
パ
ナ
ー
キ
ー
理
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
羽
生
、
二
〇
一
八
を
参
照
）。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
個
々
の
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、

図
２
に
示
し
た
よ
う
な
非
階
層
的
な
シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
作
用
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
再
構
築
へ
の 

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
在
来
知
の
継
承
に
お
け
る
「
記
憶
」
や
、
民
具
な
ど
形
に
残
る
モ
ノ

（
物
質
文
化
）
の
役
割
、
新
し
い
輸
送
手
段
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
技
術
の
進
歩
に
よ
る
人
・
物
・
情
報
の
移
動

速
度
と
頻
度
の
変
化
な
ど
も
、
重
要
な
要
素
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

事
例
研
究
１
．
岩
手
県
宮
古
市
旧
川
井
村
地
区
に
お
け
る
多
様
性
、
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

以
上
の
理
論
的
な
枠
組
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
こ
で
、
三
つ
の
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
第
一
の
事
例
は
、

岩
手
県
宮
古
市
旧
川
井
村
地
区
で
あ
る
（
真
貝
・
羽
生
、
二
〇
一
八
）。

旧
川
井
村
地
区
は
北
上
山
地
に
位
置
し
、
閉
伊
川
と
そ
の
支
流
沿
い
の
わ
ず
か
な
平
坦
地
に
集
落
が
点
在
す
る
。
平

地
が
少
な
く
寒
冷
な
こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
に
水
田
稲
作
が
本
格
化
す
る
ま
で
、
ヒ
エ
、
ム
ギ
、
ダ
イ

ズ
を
基
本
と
し
て
二
年
間
で
三
種
類
の
畑
作
物
を
栽
培
す
る
「
二
年
三
毛
作
」
が
、食
を
自
給
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。

九
〇
歳
代
～
五
〇
歳
代
の
方
々
を
主
な
対
象
と
し
て
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
こ
の
地
域
で
は
、
伝
統
的
に

は
、
常
畑
に
よ
る
二
年
三
毛
作
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
焼
畑
、
さ
ら
に
凶
作
に
備
え
た
ド
ン
グ
リ
（
シ
タ
ミ
）・
ト
チ

の
貯
蔵
、
と
い
う
重
層
的
な
生
業
戦
略
が
、
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
中
核
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
生

業
戦
略
の
多
様
性
は
主
食
に
限
ら
ず
、
多
品
目
の
野
菜
栽
培
や
、
ワ
ラ
ビ
、
ク
ル
ミ
な
ど
「
山
の
幸
」
の
採
集
も
、
通

年
の
食
料
の
確
保
に
重
要
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
畑
仕
事
、
養
蚕
、
畜
産
、
林
業
等
の
季
節
性
が
、
精
緻
な
周
年
サ
イ
ク

プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
試
行
期
に

対
応
す
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
経
済
活
動

と
そ
の
基
盤
と
な
る
在
来
知
の
有
効
性
を
再
評
価

し
、
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
方
法
を
考
え
る
こ
と

だ
。
第
二
は
、
過
度
の
生
業
特
化
、
大
規
模
化
な

ど
に
よ
り
生
態
学
的
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
柔
軟
性

を
失
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
、
在
来
知
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
形
で
、
よ
り
レ
ジ
リ
エ

ン
ト
な
シ
ス
テ
ム
に
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
だ
。

実
際
の
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
を
見
て
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
は
、
よ
り
小
さ
な

時
空
間
ス
ケ
ー
ル
で
機
能
す
る
無
数
の
シ
ス
テ
ム

が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
た
り
、
非
階
層
的
に
影
響

し
あ
っ
た
り
し
て
い
る
。
図
２
に
、
ホ
リ
ン
グ
ら

（H
olling et al., 2002

）
が
示
し
た
、
小
規
模
な

短
期
変
化
、
中
規
模
な
中
期
変
化
、
大
規
模
な
長

期
変
化
の
相
互
関
係
を
示
す
。
ガ
ン
ダ
ー
ソ
ン
と

ホ
リ
ン
グ
（Gunderson and H

olling, 2002

）

は
、
こ
の
よ
う
な
、
様
々
な
時
空
間
ス
ケ
ー
ル
が

図 2　パナーキー理論による短期・中期・長期適応サイクルの
相互関係（Holling et al., 2002: 75 頁より作成）
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売
所
、
雑
穀
販
売
な
ど
の
試
み
に
よ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、

私
た
ち
の
研
究
チ
ー
ム
で
は
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
写
真
展
・
交
流
会
と
し
て
発
表
し
、

在
来
知
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

事
例
研
究
２
．
岩
手
県
二
戸
市
浄
法
寺
地
区
に
お
け
る
漆
生
産
と
生
業
複
合
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

第
二
の
事
例
は
、
同
じ
く
岩
手
県
の
二
戸
市
浄
法
寺
地
区
で
あ
る
（
伊
藤
・
羽
生
、
二
〇
一
八
）。
浄
法
寺
地
区
は
、

旧
川
井
村
地
区
と
比
べ
る
と
平
地
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
約
八
割
が
森
林
と
山
地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
近
代
ま
で
、

こ
の
地
域
の
農
業
は
、
ヒ
エ
、
ム
ギ
、
ダ
イ
ズ
、
ソ
バ
等
の
畑
作
を
主
体
と
し
、
稲
作
は
畑
作
よ
り
少
な
か
っ
た
。 

畑
作
と
稲
作
の
他
に
、
林
業
、
畜
産
業
、
養
蚕
を
含
む
生
業
の
多
様
性
と
季
節
性
が
精
緻
な
周
年
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し

て
い
た
点
は
、
旧
川
井
村
地
区
と
類
似
す
る
。

浄
法
寺
地
区
を
特
徴
づ
け
る
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
漆
（
き
う
る
し
）
の
生
産
が
あ
げ
ら
れ
る
。
漆
生
産
は
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
伝
統
的
な
生
業
複
合
の
重
要
な
構
成
要
素
だ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
中
国
産
の
漆
の 

流
通
が
増
加
し
て
、
漆
の
生
産
量
は
減
少
し
た
。
し
か
し
、
漆
生
産
は
、
葉
タ
バ
コ
栽
培
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
や 

林
業
な
ど
と
の
生
業
複
合
の
一
部
と
し
て
存
続
し
た
。

浄
法
寺
地
区
を
中
心
と
す
る
二
戸
市
は
、
現
在
、
国
産
漆
の
約
七
割
を
生
産
し
て
い
る
。
二
戸
市
は
、
漆
文
化
振
興

室
を
設
け
て
、
生
漆
の
生
産
を
含
む
漆
文
化
の
振
興
を
支
援
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
度
に
は
、
日
光
東
照
宮
を
含
む

国
宝
や
重
要
文
化
財
の
修
復
に
、
原
則
と
し
て
国
産
の
漆
を
使
用
す
る
よ
う
に
国
が
通
知
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
近
年
、

国
産
漆
の
需
要
が
増
加
し
、
漆
製
品
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
試
み
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

浄
法
寺
地
区
を
含
む
二
戸
市
は
、
旧
川
井
村
地
区
と
同
様
に
岩
手
県
北
地
域
に
属
し
、
雑
穀
栽
培
を
含
む
、
食
と 

ル
を
構
成
し
て
お
り
、
季
節
間
の
生
業
の
多
様
性
も
地
域
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
の
に
貢
献
し
て
い
た
。

食
・
生
業
の
多
様
性
と
と
も
に
、
上
記
の
ド
ン
グ
リ
・
ト

チ
の
貯
蔵
、凍
み
豆
腐
や
凍
み
イ
モ
、干
し
キ
ノ
コ
な
ど
様
々

な
食
の
保
存
と
加
工
技
術
は
、
地
域
の
人
々
の
食
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
知
恵
だ
っ
た
（
写
真
１
）。
貯
蔵
食
品
は
、
自

給
的
な
農
業
と
食
生
活
の
な
か
で
、
交
換
・
贈
与
物
資
と
し

て
も
重
要
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の 

重
層
性
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
あ
た
る

天
明
の
「
七
年
飢
渇
（
け
が
つ
）」（
一
七
八
二
～
八
八
年
）

以
来
、
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
た
飢
饉
の
記
憶
や
伝
承
が
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
。

米
作
り
が
一
般
化
し
た
昭
和
三
〇
年
代
以
降
は
、
食
生
活

に
お
け
る
雑
穀
の
重
要
性
は
低
下
し
、
ド
ン
グ
リ
の
加
工
方

法
を
記
憶
し
て
い
る
方
も
現
在
で
は
少
な
い
。
し
か
し
、
食
の
多
様
性
と
貯
蔵
、
交
換
と
贈
与
に
基
づ
い
た
社
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
は
、
大
型
冷
凍
庫
を
は
じ
め
と
す
る
電
化
製
品
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
宅
配
便
な
ど
、
現
代
社
会

の
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
生
活
の
中
に
生
き
続
け
て
い
る
。
同
様
の
特
徴
は
、
岡
（
二
〇
一
八
）
が
、

同
じ
く
北
上
山
地
に
位
置
す
る
岩
泉
町
安
家
の
事
例
で
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
、
と
く
に
若
年
層
の
著
し
い
減
少
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
産
地
直

写真１　宮古市川内（旧川井村）における、多様な保存
食と山の幸を使った献立（ユウガオのクルミあえ、切り
干し大根、凍み豆腐とフキの入った煮物、コウタケの佃
煮、炊き込みご飯、手作りの味噌を使った味噌汁）。（2016
年６月、佐々木アキさんの献立）。
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山
地
と
奥
羽
山
脈
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
）
で
、
多
く
の
農
家
に
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
一
方
で
、
在
来
知

と
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
原
動
力
と
し
て
、小
規
模
太
陽
光
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
「
半
農
半
エ
ネ
」

な
ど
の
、
新
た
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
焦
点
の
ひ
と

つ
と
し
た
福
島
県
農
民
運
動
連
合
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
東
京
電
力
に
対
す
る
直
接
交
渉
に
よ
っ
て

賠
償
請
求
で
成
果
を
上
げ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
歴
史
と
地
域
性
を
活
か
し
た
、
あ
た
ら
し
い
農
の
あ
り
方
の
模
索
を

積
極
的
に
試
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

原
発
事
故
に
お
け
る
放
射
性
物
質
汚
染
の
被
害
が
浜
通
り
や
中
通
り
地
域
と
比
べ
て
少
な
い
会
津
地
域
（
福
島
県
西

部
）
で
は
、
有
機
農
業
の
長
所
と
在
来
知
・
保
存
食
を
活
か
し
た
起
業
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
成
果
が
得
ら
れ
た
。

展
望

以
上
、
三
つ
の
事
例
研
究
を
通
じ
て
、
食
と
生
業
の
多
様
性
に
基
づ
い
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
重
層
性
と
、
シ
ス
テ
ム

の
再
構
成
に
際
し
て
の
在
来
知
と
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
日
本
の
農
村
で
は
、
戦

後
の
農
地
改
革
に
よ
る
地
主
制
度
の
解
体
に
よ
り
、
農
家
の
大
部
分
が
自
作
農
と
な
り
、
水
田
と
畑
作
地
所
有
の
分
散

化
と
経
営
規
模
の
小
規
模
化
が
起
こ
っ
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
な
農
業
は
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
昭
和
三
〇
年

代
ま
で
は
比
較
的
順
調
な
発
展
を
続
け
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
減
反
政
策
と
農
家
の
兼
業

化
、
日
本
列
島
改
造
論
に
も
と
づ
く
地
方
の
工
業
化
と
そ
れ
に
伴
う
公
害
問
題
や
環
境
破
壊
の
進
行
、
日
本
の
経
済
成

長
と
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
伴
う
出
稼
ぎ
の
盛
衰
、
過
疎
化
・
少
子
化
と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
歴
史
的
背
景
か

ら
、
多
く
の
小
規
模
農
家
は
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
き
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
の
岩
手
県
と
福
島

県
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
在
来
知
の
重
要
性
と
、
小
規
模
な
食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
に
固
有
な
レ
ジ

生
業
の
多
様
性
に
基
づ
い
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
重
層
性
と
、
保
存
食
の
重
要
性
、
産
地
直
売
所
の
成
長
な
ど
、
両
地
区

の
間
に
は
多
く
の
共
通
項
が
見
ら
れ
る
。
多
様
な
生
業
の
組
み
合
わ
せ
の
中
で
い
っ
た
ん
は
退
潮
に
向
か
っ
て
い
た
伝

統
工
芸
と
し
て
の
浄
法
寺
の
漆
生
産
が
、
地
域
文
化
の
再
構
築
に
お
い
て
、
現
在
注
目
を
集
め
て
い
る
。

事
例
研
究
３
．
福
島
県
内
に
お
け
る
小
規
模
農
家
の
試
み

第
三
の
事
例
研
究
と
し
て
は
、
福
島
県
内
の
小
規
模
農
家
を
中
心
と
し
た
聞
き
取
り
の
成
果
を
取
り
あ
げ
た
い
。

二
〇
一
一
年
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
核
被
災
で
は
、
土
壌
と
森
林
の
汚
染
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
の

地
域
の
小
規
模
農
家
は
、
事
故
以
前
か
ら
の
後
継
者
不
足
に
加
え
て
、
核
被
災
に
起
因
す
る
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て

い
る
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
で
は
、
福
島
県
内
の
低
線
量
汚
染
地
域
に
お
け
る
小
規
模
農
家
を
中
心
と
し
て
、
事
故
前
と

事
故
後
の
生
産
活
動
の
変
化
、
被
害
の
深
刻
さ
と
長
期
性
、
将
来
の
展
望
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

こ
の
地
域
で
聞
き
取
り
を
始
め
た
当
初
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
た
め
、
在
来

知
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
食
の
多
様
性
の
重
要
性
は
調
査
成
果
に
大
き
く
反
映
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
予
測

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
で
は
、
在
来
知
に
基
づ
い
た
多
様
性
の
維
持
と
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
事
故
被

災
後
の
原
動
力
と
な
り
、
新
た
な
試
み
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
後
藤
・
後
藤
・
羽
生
、
二
〇
一
八
）。

調
査
地
域
に
お
け
る
小
規
模
農
業
は
、
福
島
原
発
事
故
前
か
ら
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
一
九
六
〇
年
代 

以
降
の
「
成
長
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
に
か
わ
る
、
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
は
、

事
故
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
福
島
原
発
事
故
は
、
農
業
の
大
規
模
化
と
画
一
化
を
推
し
進
め
る
こ
れ
ま
で
の
農
の

あ
り
方
を
再
考
す
る
必
要
性
を
明
確
に
し
た
。

放
射
性
物
質
汚
染
に
よ
る
土
壌
汚
染
は
、
と
く
に
県
内
の
浜
通
り
地
域
（
太
平
洋
岸
側
）
と
中
通
り
地
域
（
阿
武
隈
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み
の
知
を
つ
な
ぐ
』
第
一
四
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

羽
生
淳
子
「
食
の
多
様
性
と
気
候
変
動
」『
考
古
学
研
究
』
六
三
（
二
）、
三
八‒

五
〇
頁
。
二
〇
一
六
。

羽
生
淳
子
「
在
来
知
・
科
学
知
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』

第
一
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

羽
生
淳
子
・
佐
々
木
剛
・
福
永
真
弓
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、

二
〇
一
八
。

藤
山
浩
『
田
園
回
帰
１
％
戦
略
』
農
文
協
、
二
〇
一
五
。

ブ
ロ
ー
デ
ル
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
「
長
期
持
続
」『
叢
書
ア
ナ
ー
ル1929‒

2010

』
三
巻
、
藤
原
書
店
、
三
五‒

七
八
頁
。

二
〇
一
三
。
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リ
エ
ン
ス
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
過
疎
化
は
、
事
例
研
究
を
行
っ
た
三
つ
の
地
域
に
共
通
の
課
題
だ
。
し
か
し
、
地
域
文
化

の
再
構
築
に
当
た
っ
て
、
人
口
減
少
自
体
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
視
点
も
あ
る
。
た
と

え
ば
、
藤
山
（
二
〇
一
五
）
は
、
田
園
回
帰
１
％
戦
略
論
で
、
地
方
へ
の
移
住
者
は
大
人
数
で
あ
る
必
要
は
な
く
、 

人
口
の
１
％
を
取
り
戻
す
こ
と
で
地
域
の
安
定
化
を
達
成
で
き
る
地
域
や
自
治
体
が
多
い
と
主
張
し
て
い
る
。

地
域
文
化
の
再
構
築
に
必
要
な
の
は
、
シ
ス
テ
ム
の
柔
軟
性
を
保
つ
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
判
断
す
る
力
、 

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
の
再
構
成
が
必
要
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し

い
か
を
判
断
す
る
力
で
あ
る
。
在
来
知
と
そ
の
背
後
に
あ
る
世
界
観
の
再
評
価
は
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

引
用
文
献

伊
藤
由
美
子
・
羽
生
淳
子
「
生
業
の
多
様
性
と
漆
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』

第
九
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

岡
惠
介
「
食
の
多
様
性
・
ス
ト
ッ
ク
・
共
助
の
重
層
的
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・

う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』
第
一
〇
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

後
藤
康
夫
・
後
藤
宣
代
・
羽
生
淳
子
「
核
被
災
と
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・

う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』
第
八
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

真
貝
理
香
・
羽
生
淳
子
「
主
食
の
多
様
性
、
在
来
知
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・

う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
』
第
六
章
（
印
刷
中
）。
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
。

杉
山
祐
子
「『
わ
か
る
』
と
『
で
き
る
』
を
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
羽
生
・
佐
々
木
・
福
永
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う




